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子宮良性悪性病変における 5'ヌクレオチダーゼの組織化学的研究 

大槻一雄*
(昭和 46年 3月30日受付)
要 旨 
5'-Nは筋アデニーJレ酸から燐酸を分解する酵素で，一般の AIPと別の特異性が認められ
ている。私は子宮の良性変化，および、癌について本酵素の組織化学的検索を行なった。子宮の
手術摘出，および試験切除組織 615例についてドライアイス・アセトン混合液を含むビーカー
外壁で凍結し， -20oCのクリオスタット内で，厚さ 10，. 15μ の切片を作成し， Mc Manus-
Lupton et Harden法により染色した。 
1) 5'-N活性は，上皮細胞にはほとんど陰性であるが， 上皮下組織には陽性で，正常屑平
上皮下組織に比べ，腺腰欄および各種変化上皮下組織では活性の高進がみられる。 
2) 癌実質細胞の本酵素活性は，一部の角化部と壊死部を除き陰性を示し，壊死部に見られ
る比較的強い本酵素活性は，遊走細胞(主として白血球)の浸潤と関係があると考えられる。 
3) 癌間質における本酵素活性は，癌実質細胞の未熟，成熟とはほとんど関係がなく，癌浸
潤度と関係があることが認められた。 α型および P型の一部では活性の強いものが多く ，r型
では著明に活性が低下していた。 
4) 性周期に伴う子宮内膜の本酵素活性は，排卵期前後に腺上皮において活性の高進がみら
れる。また，間質は増殖期に活性が強く，分泌期に活性が低下する。 
5) 5'-N，AIP，ATPァーゼの三者を比較すると， その陽性部位にかなりの差異が認めら
れる。 
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略語一覧: 5'-N: 5'ヌクレオチダーゼ、 AIP: アルカリフォスファターゼ
まえがき 実験材料
子宮頚癌の本態，組織発生等に関しては，未解決の問 実試材料は千葉大学医学部産婦人科学教室を訪れた外
題が残されており，その打開策のひとつとして形態学と 来患者より採取した試験切除標本，ならびに入院手術の
生化学の中聞を行く組織化学による検索が試みられてい 際摘出した組織標本である。それら子宮頚部の正常上
る。御園生1)は子宮癌の細胞化学的診断法として TPT 皮，変化上皮，および癌組織を対象とし，変化上皮につ
反応を発表して以来，各種組織化学的研究を行なってき いてはこれを Glatthaar-Mullerの分類2)により，異常
たが，著者も水解酵素のひとつである 5'-Nに関し，子 上皮，不穏上皮，および上皮内癌と細分した。これら分
宮頚部の諸変化ならびに子宮内膜像に関し組織化学的研 類による良性および、悪性上皮群の例数はつぎのごとくで
究を行なったので報告する。 ある。正常上皮 103，真膜欄 11，偽膜欄 128，異常上皮
持千葉大学医学部産婦人科学教室(主任: 御園生雄三教授) 
KAZUO OTSUKI: Histochemical studies of 5' nucleotidase on benign and malignant changes of 

uterus. 

Department of Obstetrics and Gynecology，School of Medicine，Chiba University，Chiba~ 

Received for publication，March，30，1971. 

192 大槻 雄
104，不穏上皮 57，異型上皮 6，上皮内癌 13， 扇平上皮
癌成熟型 62，扇平上皮癌未熟型 127，腺癌 4，総計 615
例である。
なお，マウスの実験的肩平上皮癌6例，上皮腫 4例，
対照として正常例4例について上記と同様の実験を行な
った。
また他疾患で子宮摘出術を行なったもののうち，子宮
内膜に異常を認めなかった 13例について本酵素検索を
行なった。性周期に伴ってこれらを分類すると，増殖期 
4例，排卵期 2例，分泌期 6例，月経期 1例である。
実験方法
検索組織は，横 1，._2cm，縦 1，._3cm，厚さ 0.5cm
の大きさに切り出し， ドライアイスアセトンを入れたビ
ーカーの外壁で凍結し，これを木製の台の上に乗せ，ク
リオスタット標本を作製した。クリオスタットの温度は 
-200C とし，アンチロールプレイトをつけたミクロト
ムーで，厚さ1O，...._15μ の切片を連続的に切りだし， 同
一例について本酵素染色， (Pearse et Reisめ法， Mc 
Manus Lupton et Harden4)法， Wachstein et Mei-
seP)法)と隣接切片のへマトキシリンエオジン染色を行
なう組織学的所見L 組織化学的所見とを対比した。ま
た隣接切片で ATPァーゼと関係のある AIP染色(ア
ゾ色素法一後述)も試みた。
なお， 20メチルコラントレンを用い Reagan6)の方法
により実験的子宮頚癌を作成し，これに同様の組織化学
的方法を施した。
実験成績 
1. 基礎的検討 
Pearse et Reis法によれば pH7.5において筋アデ
ニール酸を基質として用いたものから，グリセロ燐酸を
基質として用いたものの活性の差が真の 5に Nの活性で
あるとさている。今回は正常扇平上皮および癌を用いて
本染色を行なったところ，グリセロ燐酸を用いた例は 
pH 7.5でほとんど陽性の所見を呈さなかった。すなわ
ち，今回の材料で pH7.5においては AIPによる筋ア
デニール酸に対する作用が無視できる程度に少なく，筋
アデニーJレ酸を基質として用いて浸潰した結果を本酵素
活性と判定してよいことになる。
本法と Lupton法および Wachstein法を連続切片に
より染色比較してみたが，三者の聞に活性分布の差異は
認められなかったので，比較的簡便な Lupton法をも
って常用とし，必要に応じて他の二者も併用することに
した。
つぎ、にラッテの肝腎を用いて，つぎ、の基礎的検討を行
なった。 
a) 固定液 
(1)無固定 (2)90%エタノール (3)カルノア(アル
コール 60% クロロホルム 30% 酷酸 10%) (4)10% 
ホルマリン (5)アセトン
固定時間は 5分および 30分とした。 
5分の場合，アセトン，アルコーJレ，ホルマリンは無
固定よりやや落ちるが，活性に大差は認められない。カ
ルノアでは著しい活性の低下がみられた。 30分固定する
と，アセトンとアルコールは大差なく無固定につぐが，
ホルマリンの例の活性が落ち，カルノアは活性がさらに
著減する。 
b) 染色時間 
Lupton法により染色時聞を 30分， 1時間， 2時間， 
3時間と変えて比較すると，腎尿細管は 30分ですでに
軽度陽性， 1!時間， 2時間と進むにつれて活性を増し(図 
1) 3時間例ではやや濃染し過ぎる傾向を示した。肝組
織では 30分で陰性， 1時間で肝細胞に軽度陽性を示し， 
2時間， 3時間と進むと呈色を増して明確な陽性所見が
認められた(図 2)。 
c) 切片保存条件
クリオスタット切片を染色前に，つぎの環境に， 1時
間， 8時間， 24時間保存した後，その活性を比較した。 
(1 ) ー 200 C ディープフリーザー中 
(2) +40Cの冷蔵庫中 
(3) 常温室内放置(約 200C) 
(4) 350C ふらん器中
いずれの場合にも酵素活性はきわめてよく保存され，
予想に反して本酵素がきわめて安定なものであることを
知った。 
2. 正常肩平上皮
正常扇平上皮の本酵素活性は全層にわたりほとんど陰
性で，染色時聞を長くすると基底細胞の核に陽性所見が
みられる。穿基底層，中間層は染色時間を延長しでも全
く呈色しない。表層にはまれに軽度の陽性を呈するもの
もある。一例子宮脱の子宮腫部角化扇平上皮例では表層
の角化部位に中程度の本酵素活性が認められた。上皮下
結合織は禰慢性に軽度から中程度の活性を示し，ことに
扇平円柱連合部付近の扇平上皮下では，腫内蓋に近い部
分の扇平上皮下よりも活性の高進がみられた(図的。扇
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平上皮および上皮下の本酵素活性は月経周期に伴う変動
は認められない。隣接切片で染色した AIP所見は， 扇
平上皮および上皮下組織ともに陰性で，毛細管の内皮細
胞のみきわめて強い酵素活性を示した(図 4)05'-N染
色では毛細管は染色されず，これより太い血管(主とし
て筋層)の壁に陽性所見がみられる。 
3. 正常円柱上皮
頚管腺上皮細胞は中程度の活性を示し，ことに腺腔内
にみられる細胞外粘液が濃染する。子宮底部膿欄にみら
れる腺上皮の本酵素活性も頚管腺上皮と同ーの所見を示
す。これら腺上皮下組織における本酵素活性は，正常属
平上皮下組織よりも一般に活性が高い。ことに腺腔周辺
にしばしば強い活性を示している。遊走細胞における本
酵素所見は多核白血球に中程度の陽性がみられ， リンパ
球はほとんど陰性である(図的。隣接切片による AIP
の所見は腺上皮細胞に軽度陽性，上皮下組織は陰性，毛
細管は正常扇平上皮下よりも腺上皮下で増加が認められ
る。 
4.真康欄
真康欄組織においては，上皮を欠く結合織に中程度以
上の活性がみられた。 AIPは結合織に陰性，真康欄は
一般に強い炎症を伴うので AIP陽性の毛細管が多数み
られる。 
5. 変化上皮
各種変化上皮における本酵素活性は，異常上皮，不穏
上皮，異型上皮，いずれにおいても組織像と一定の関係
は見出されない。多くの場合，上皮細胞は陰性を示した
が，不穏上皮の基底細胞増殖部，異常上皮の扇平上皮化
生，薄層上皮の一部は浸漬時聞が長い場合，中程度の酵
素活性を示したが，陽性所見が不定であった。上皮内
癌，および異型上皮では上皮細胞の多くは陰性を示した
(図 6)。これら変化上皮の上皮下組織は常に正常屑平上
皮下組織よりも酵素活性が高進している。上皮下の浸潤
細胞，ことに多核白血球は中程度の陽性所見を示した。
筋層は中程度ないしそれよりやや強い活性を示す。血管
壁(主として筋層)もかなり強い陽性所見を示した。 
AIPの変化上皮所見は上皮内癌の一部に部分的中程度
の陽性を示すものが数例認められた以外はすべて陰性。
上皮下組織も毛細管以外は陰性を示した。 AIP陽性の毛
細管は正常扇平上皮下よりも変化上皮下にはるかに多
い。腺腰欄上皮下と変化上皮下とを比べると，変化上皮
下では前者と間程度またはそれよりやや多い毛細管量を
示し，ことに上皮下に小円形細胞浸潤の著しい部位に毛
細管量が多い。 
6. 子宮頚癌
扇平上皮癌における本酵素活性は癌実質細胞に関する
限りほとんどが陰性で，癌真珠の形成した角化癌細胞に
軽度の本酵素活性が認められたに過ぎない。また癌巣壊
死部に本酵素活性が認められたが，その多くは遊走細胞
による陽性所見である。癌間質における本酵素活性は各
々の例で異なり，また同一例でも部位により差が認めら
れた(図 7，8)。これらの強弱所見と，癌の組織学的
所見とを比較対照するため，癌の浸潤度，および癌細胞の
成熟度の 2点から観察した。手術摘出した標本の中，癌
の実質と間質との関係，および癌の増殖形態を観察する
に適する 56例を選び，先に述べた 2点について検索し
た。まず扇平上皮癌の成熟度を未熟型，中間型，成熟型
の3群に分類すると，各々 31例， 18例， 7例で成熟型が
少ないことが注目される。これら 3群について癌間質の
酵素活性を比較した。酵素活性はその強さに応じ 1，I， 
II度に分かつ。 Iは 17例， Iは 19例， IIは20例
である。未熟型について酵素活性の弱から強 (1，I，1I) 
の例数をみると， 9，12，10，中間型においては 6，4， 
8，成熟型では 2，3，2となり， 中間型にやや酵素活性
の強いものが多いが，これだけから成熟度との関係を論
じることは困難なようである。つぎに癌間質の本酵素活
性と癌浸潤度との関係を追求した。癌浸潤度とは，わが
国の胃癌組織分類委員会で採択されたみつつの組織学的
分類基準 (1962)のひとつで，他のふたつは細胞異型
度，配列異型度である。癌浸潤度とは，肉眼的な癌浸潤
の深さをいうのではなく，顕微鏡下でみる癌の増殖形式
を表したものであり，これを α，s，rに分類する。 α型
とは癌の浸潤性増殖の軽度のもので，癌が肥大性，また
は伸展性に連続的増殖を示す型を指している。 y型とは
癌の浸潤性の高いタイプで，癌細胞が少数の塊りをな
し，組織内を浸潤性に非連続的増殖をするものである o 
p型は α 型と y型の中聞を指している。今回の検索で
は， 56例中， α型は 41例，s型は 1例，r型は 4例で
あった。癌浸潤度を本酵素活性と比較したのは，左記に
述べたみつつの組織学的基準の中，癌浸潤度が最も患者
の予後と密接な関係がある事実が認められているからで
ある。教室武田の成績によれば， 186例の頚癌組織につ
いて 5年治癒率を比較したところ， α型は 74%，s型は 
50%，r型は 2%の成績となり，癌浸潤度の強いものほ
ど，その予後は不良である。ところで酵素活性弱から強 
(1，I，II度)と α，s，rを対照してみると， α型は
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11，13，17，s型は 3，5，3，r型は 3， 1，0となって
いる(図 9，10，11)。 
5'-Nの隣接切片で行なった AIP染色では，癌実質
細胞は例外的な一部の例を除き，すべて陰性であった。
癌間質における結合織および遊走細胞も陰性で，毛細管
のみ陽性を示した(図 12)。癌間質における毛細管量は
正常上皮下，変化上皮下に比べてはるかに少なく，癌の
各々の例でも差異がみられた。癌実質細胞の未熟，成熟
と，間質毛細管の量はなんら関係がみられなかった。他
方癌浸潤度と，毛細管はかなり密接な関係があり， α 型
と一部の P型に多く， r型はほとんどないという所見
を得た。一般に 5'-Nの陽性が強い間質に AIP陽性の
毛細管が多い傾向を認めた。 
7. 実験的子宮癌
正常マウス腫扇平上皮における 5〆-Nの活性は，軽度
から中程度陽性で，発情期においては扇平上皮表層角化
部に強い酵素活性を認め，上皮下組織は逆に陰性を示
し，人の場合と異なっている(図 13)。腺上皮細胞も中
程度陽性で，間質は陰性である(図 14)。上皮腫細胞は
腫扇平上皮とほとんど同程度の酵素活性を示し，これを
取り巻く間質は酵素活性が強い。肩平上皮癌実質は癌真
珠形成の部位に強い活性がみられる。癌間質の本酵素活
性は部位的に差がみられ，上皮腫の間質が一様に強い活
性を示すのと対照的である。ただ動物癌における間質の
本酵素所見は，人の扇平上皮癌間質よりも活性が強いこ
とが認められた。 
8. 子宮内膜
増殖期における所見は，内膜腺上皮が軽度の陽性，こ
れを囲む間質組織はきわめて強い酵素活性を示してい
る。排卵期における所見は，腺上皮の酵素活性が冗進
し，全性周期を通して最も活性が高い。排卵期の間質所
見は増殖期とほぼ同様である。分泌期の所見は部位によ
り異なり，基底層においては腺上皮に弱陽性，間質には
中程度から弱陽性の所見を示す(図 15)。機能層では腺
上皮活性が中程度で，分泌期の末期には機能層の一部に
強陽性の腺上皮所見がみられる。機能層間質は弱陽性で
ある(図 16) AIP染色による性周期に伴う所見は，増0 
殖期に腺上皮中程度陽性，排卵期高度陽性，分泌期には
活性が低下し，分泌期末の剥脱直前になると酵素活性は
陰性化する。間質結合織はいずれの期においても AIP陰
性，毛細管のみ強陽性を示す。子宮筋層における 5'-N
の活性は中程度陽性である。これを筋腫組織と比べる
と，後者の方がより強い酵素活性を示している。
雄
考 案 
5'-Nは筋アデニール酸から燐酸を分解する酵素で，
一般の AIPとは異なった特異性を有している。 AIPの
組織化学的染色法は，高松7)，Gomori8) (アゾ色素法)
により各々独立に発見され，組織化学の先駆となったも
のである。 Reis9)は一連の 5'-Nに関する組織化学的研
究を行ない，本酵素の基質として筋アデニール酸を用い
る染色法を試みた。 Gomori10)は， pH9.2において筋ア
デニール酸と戸グリセロ燐酸各々を基質として用いて
反応させた標本を比較し， 5'-Nの局在を証明した。 
Pearse and Reis3)は pH7.5付近でアルカリ性および
酸性フォスファターゼがともに活性が低いにもかかわら
ず，本酵素はかなりの活性を有する事実を応用し，特異
性の高い証明法を発表した。l¥1cManus and Lupton11) 
も筋アデニーJレ酸を基質として用い， pH 8.5"，8.8の聞
で本酵素染色を行なった。 Wachsteinet Meisel4)も，
本酵素の独自の染色法を報告した。わが国においては，
武内一大河原12)がウサギおよびマウスの諸臓器について
詳細な本酵素活性を報告している。癌に関する本酵素活
〉，13性の記載は割合に少ないが，産婦人科領域でも，江川 
石原14)の発表があり，正常および頚癌における結合織の
本酵素消長を報告している。
今回の検索では 5'-N染色を行なった切片と連続のも
のについて，狭義の AIP染色を行ない，また教室の諏
訪部の行なった ATPァーゼ染色標本とも比較対照し
た。正常肩平上皮，変化上皮，癌，いずれの場合におい
ても 5'-N活性は上皮細胞では一部の例外を除いてほと
んどが認められず，間質細胞に陽性所見が認められた。
高松7)は，フォスファターゼ反応が炎症性病巣で特殊な
消長を示すことを報告し，炎症による再生治癒機転で結
合織性の反応が本酵素活性と関係することを示してい
る。今回の検索例でも，正常屑平上皮下組織よりも仮性
捜欄上皮下，および変化上皮下組織において本酵素活性
が高まっている事実は，後者において炎症を伴っている
ことが多いためと考えられる。上皮下組織における本酵
素活性の消長は，線維芽細胞の増殖と関係があり，本酵
素陽性の多核白血球浸潤も関与していると考えられる。 
Kabat and Furthl5)は間質における幼若結合織は一般
にフォスフプターゼ反応陽性であると述べている。
癌間質の活性について本実験では癌実質細胞の成熟
度，および浸潤度と比較検討した。癌実質の成熱度とは
有意の関係を見出すことが圏難で，僅かに中間型の間質
に活性の強いものが多かった程度である。石原Iりは，本
実験と同じく癌細胞の成熟度と間質の酵素活性を比較
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し，未熟型に間質反応が強かったと述べているが，この
場合も他型との差異は僅少である。武内 16)は，間質のフ
ォスファターゼ反応は常に間質結合織のある動きと密接
に関係しており，腫蕩細胞とは無関係で、あると述べてい
るが， 5'-Nにおいても成熟度との関係に関する限り，
これが当てはまると考えられる。しかし癌浸潤度との関
係はこれとは異なり， α型には活性の強い傾向，r型に
は少ない傾向が認められた。 α型 T型はあくまで癌実
質の浸潤様式を示すもので間質の反応にはふれていない
が，このような結果が出たことは両者の聞になんらかの
関係があることを示している。本酵素活性が結合織の増
殖を表すものであると考えて，r型においてはこれら反
応の弱い場合があることを表していると解釈される。今
井2)は，癌腫発育という点、から間質反応の多寡を重視し
て， CPL分類を創始した。彼によれば，腫蕩発育のた
め死亡した剖検例においては，間質反応がほとんど認め
られなかったという。今井2)は，これより一歩進めて， 
C型においては癌細胞の増殖が比較的緩徐な例が多いの
は，結合織の増殖があるためであるとし，癌発育先端部
における結合織増殖に抗癌的な意義を与えている。これ
が事実であるとすれば， 5'-N活性が癌発育先端部間質
に強いものは，予後が良好なのではないかという推論が
成立するが，これは今後手術患者の追跡を行なわないと
結論が得られない。今井2)の解釈とは逆に，悪性度が比
較的低いものでは，癌実質の増殖が緩徐なために結合織
の反応する余裕があったとの解釈も成立するわけであ
る。
つぎ、に癌間質における 5'-Nと AIP活性の問題で，
両者とも，癌実質の未熟，成熟度とは関係が認められ
ず，癌浸潤度と密接な関係が認められた。 α型において
は，間質の 5'-N活性が比較的強く， AIP陽性の毛細管
が比較的多いのに対し， γ型では，間質 5'-N活性が低
く，毛細管もきわめて少ないという平行的な関係が認め
られた。
つぎ、に 5'-Nと当教室の諏訪部の得た ATPアーゼに
ついての結果との比較である。 Matthiesenl7)は，子宮頚
癌組織について両者の活性を比較し，全く同一であった
と報告している。しかし，今回の検索例で比較すると，
つぎ、の点で、差異が認められた。筋線維の活性は ATPア
ーゼが 5'-Nより高く，結合織の活性は ATPアーゼが
はるかに低いため，間質における筋層と結合織の割合に
より，また結合織の増殖と破壊の程度により，隣接切片
で比較しでも差異が見出された。また ATPアーゼにお
いては，毛細管よりやや太い細小血管に強い酵素活性が
認められたのに対し， 5'-Nでは活性が低かった。上皮
性細胞がほとんど陰性であること，および毛細管が陰性
である点では両者共通である。江川13)は，今井2)のCPL
分類と広義の各種フォスフアターゼ酵素活性を検索し， 
AIP，アノレカリ性 RNAフォスファターゼ， アルカリ 
i陸 DNAフォスファターゼ， 3ヌクレオチダーゼがほぼ
同様の酵素分布を示したのに対し， ATPアー ゼ， 5'-N 
の2者が異なった染色態度を示し，後者ふたつについて
はほとんど陽性部位が一致していたという。今回の検索
例のように ATPァーゼと 5'-Nの癌間質における活性
の差異を報告したものは見当たらない。
つぎ、に癌実質細胞の一部，ことに角化部や壊死部に本
酵素活性と思われる陽性部位が認められたことについて
言及する。変化壊死部における酵素活性の消長について
文献的にみると，松田 18)は，自家融解過程におけるフォ
スファターゼ活性は，死後数時間はよく細胞内に保たれ
て酵素局在性を示すが，その後拡散現象，その他の随伴
症状を呈し，漸次消滅して行くと述べている。また前
田1町立，形態学的に変性壊死を呈する組織のフォスファ
ターゼ活性は，明らかに減弱するという。末延20) fま，肝
病変において変性壊死におち入った部分には， AIP活性
が認められなかったと報告している。田上21)も多数例の
変性壊死について，各種フォスフプターゼ組織化学的追
求を行ない，何れにおいても減弱の傾向が認められたと
述べている。今回の検索例で壊死部に見られた陽性所見
は，細胞浸潤，ことに多核白血球のためのものも多く認
められるが，それ以外にも陽性部位があることが見出さ
れている。武内 16)はフォスファターゼに関する詳細な基
礎的研究を行ない，酵素の拡散吸着，および燐酸塩の吸
着による誤りの反応があることを指摘しているが，本例
もこれに属するものと考えられる。
稿を終わるに臨み，終始 C懇篤なると指導とと校
闘を賜った恩師御園生雄三教授に深く感謝します。
なお本論文の一部は，第 16回日本産科婦人科学
会宿題報告「子宮頚癌の組織化学的研究」の一部と
して発表した。 
SUMMARY 
Histochemical studies of 5'nucleotidase were 
performed. on excised or operated cervix of 
uterus，both benign and malignant. Cryostat 
sections were stained by Mac Manus-Lupton 
method. 
Spuamous epithelia of cervix showed negative 
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reaction，while enzymatic activity was observed 7)高松英雄: phosphataseの形態学的研究方法， 満
in underlying stroma，especially in those stroma 洲医誌， 29，1351，1938. 
under hyperactive squamous epithelia and re- 8) Gomori，G.: Microtechnical demonstration of 
generating epithelia. Cancerous parenchym re- phosphatase in tissue sections.，Proc. Soc. Exp. 
，Med. 1.Bio
and keratinized portion. Enhanced activity of 9) Reis，J.: Uber die spezifische phosphatase der 
this enzyme in neCI叫 ic tissue had connection Nerven-gewebe，Enzymologia.，2，110-116，1937. 
with infiltrated leucocyte. Enzymatic reaction 10) Gomori，G.: Histochemical specificity of phos-
vealed negative activity except for necrotic tissue 42，23-26，1939. 
in cancerous stroma showed close relation to phatases，Proc. Soc. Exp. Bio 70，，Med. 1. 7-11， 
proliferating type of parenchym.αtype (ex-
pansive，successive extension) and stype (medium 
type) exhibited higher activity than rtype (in-
filtrating，non-successive extension). Histochemi-
cal reaction of this enzyme had diffent findings 
from phosphatase and A TPase in uterine cervix. 
Enzyme activity was noticed to elevate in 
endometrial epithelia around ovulation，while 
endometrial stroma showed higher enzymatic 
activity in proliferative phase than in secretory 
phase. 
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図説明
図1. 5'-N マウス腎，尿細管陽性
図 2. 5'-N マウス肝，肝細胞陽性
図 3. 5'-N 人子宮腫部正常肩平上皮，上皮陰性，上皮下組織陽性 
図 4. A1P 人子宮腫部正常扇平上皮，上皮最表層のみ陽性(他の層の着色はヂアゾブルー Bによるもの)， 
上皮下組織陰性，毛細管強陽性
図 5. 5'-N 人子宮頚部正常腺上皮，腺細胞に弱陽性，腺腔内粘液強陽性，間質陰性
図 6. 5'-N 人子宮頚部上皮内癌，上皮内癌細胞陰性，間質強陽性，腺上皮陽性
図 7. 5'-N 人子宮頚部初期浸潤癌，癌細胞陰性，間質陽性，部位により強弱を認める。
図 8. グ-N 人子宮頚部初期浸潤癌
図 9. 5'-N 人子宮頚部扇平上皮癌，浸j間度 α，間質強陽性
図 10. 5'-N 人子宮頚部扇平上皮癌，浸潤度 s，間質中程度陽性
図 11. 5'-N 人子宮頚部扇平上皮癌，浸潤度 r，間質弱陽性
図 12. A1P 人子宮頚部扇平上皮癌核はケルンエヒテロートにより対染色，癌細胞は陰性，毛細管陽性
図13. 5'-N マウス腫正常扇平上皮，上皮強陽性，上皮下組織陰性
図 14. 5'-N マウス子宮正常腺上皮，腺上皮細胞陽性，間質陰性
図 15. 5'-N 人正常子宮内膜分泌期基底層，腺上皮弱陽性，間質弱~中程度陽性
図 16. 5'-N 人正常子宮内膜分泌期機能層，腺上皮中~強陽性，間質弱陽性
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図 l
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